
認知症の方がいつまでも暮らせるまちづくりを目指して
（長崎県大村市）

長崎県大村市

実施主体

本事例のポイント

・ 切れ目のない支援を提供するための

認知症総合相談体制

・ 認知症の人を地域で支援するための

人材育成とネットワークの構築



大村市の高齢者人口推移・認知症対策の対象者



認知症総合相談体制の構築

利用者に対する支援体制が相談に至る前から相談後までしっかり構築されているため、
切れ目のない支援を行うことができる



〇認知症の人を地域で支援するための人材育成

各地域に「認知ボランティアホットライン」を設置予定。認知症支援リーダー取得者に「地域
のホットラインの窓口」として活躍してもらうことを計画中。



〇認知症の人を地域で支援するためのネットワークの構築

企業・民間団体・公共機関等と連携して見守りネットワークを構築し、地域で

認知症の方を支援する人材育成を行うことで「住み慣れた地域でみんなが支える
まちづくり」を大村市は作り上げている


